
平成２７年度第１回千葉市生涯学習審議会 議事録 

 

１ 日  時 

  平成２７年７月１日（水） 午後２時から午後３時２０分まで 

 

２ 場  所 

  千葉ポートサイドタワー６０２会議室（千葉市中央区問屋町１－３５） 

 

３ 出 席 者 

（１）委員 

西川明委員（会長）、秋葉英一委員（副会長）、浅野平八委員、岩切裕委員、小川

直哉委員、小椋政子委員、片桐美和子委員、金田榮弘委員、上妻陽子委員、田原

洋子委員、廣石常生委員、松波真由美委員 

（１３人） 

（２）事務局 

大崎生涯学習部長、松尾中央図書館長、増岡生涯学習振興課長、志保澤文化財課

長、三橋生涯学習振興課統括管理主事、平岡生涯学習振興課長補佐、藤代生涯学

習振興課主査、石川生涯学習振興課主任主事（以上、教育委員会事務局） 

（８人） 

４ 次  第 

（１）開会 

（２）諮問 

（３）議事 

ア 第５次千葉市生涯学習推進計画について 

イ その他 

（４）閉会 

 

５ 会議経過 

  別紙のとおり 
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午後２時開会 

○司会（平岡生涯学習振興課長補佐） これより平成２７年度第１回千葉市生涯学習審議

会を始めます。 

 本審議会は、千葉市情報公開条例第２５条に基づき会議を公開し、傍聴を認めておりま

すが、本日、傍聴人の方はいらっしゃいません。 

また、議事録につきましても、公開することとなっております。 

議事録の内容につきましては、会長の承認をもって、本審議会の承認とさせていただき

ますので、ご了承願います。 

本日の委員の出欠状況ですが、北山委員、髙塚委員及び長澤委員がご都合により欠席さ

れております。 

千葉市生涯学習審議会設置条例第６条第２項の規定により、本会議の開催には過半数の

委員の出席が必要ですが、本日は１２人の委員にご出席いただいており、会議は成立して

いることを報告させていただきます。 

はじめに、千葉市教育委員会生涯学習部長の大崎よりご挨拶申しあげます。 

 

○事務局（大崎生涯学習部長） 生涯学習部長の大崎でございます。よろしくおねがいし

ます。 

平成２７年第１回千葉市生涯学習審議会の開催にあたりまして、一言ご挨拶を申しあげ

ます。 

本日は、梅雨に入りまして雨で足元の悪い中、また、ご多忙の中、委員の皆さま方には、

ご出席をいただきまして、誠にありがとうございます。 

日頃より本市の生涯学習施策の推進につきまして、ご指導、ご助言をいただいておりま

すこと、厚く御礼申しあげる次第でございます。 

この審議会は、千葉市生涯学習審議会設置条例に基づきまして、本市の生涯学習に資す

るための施策の総合的な推進に関する重要事項を調査審議いただくための附属機関として

設けられており、これまでと同様、さまざまな角度から意見等をいただけるものと期待し

ております。 

今年度は、平成２３年３月に策定いたしました第４次生涯学習推進計画の最終年度に当

たることから、平成２８年度から平成３３年度までの６年間にわたる生涯学習施策の基本

的な方向性を示す「第５次生涯学習推進計画」について諮問させていただき、施策体系、

達成指標及び重点的な事業等の素案についてご審議をお願いするものでございます。 

本計画は、今後の本市の教育施策の基本となるものとして、現在策定中の「第２次学校

教育推進計画」と並び、両輪となる重要な計画として位置付けられております。 

また、本年４月１日に施行されました「地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一

部を改正する法律」に基づきまして「総合教育会議」が新たに設置されたところでござい

ます。 

教育の目標や、施策の根本的な方針に係る教育に関する大綱の一部分として、今年度中

に市長が作成する要素となることが決定しております。委員の皆様方におかれましては、

高いご見識による忌憚ないご意見を賜りたく、本日の審議のほど、どうぞよろしくお願い

申しあげます。 
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委員紹介 

○司会（平岡生涯学習振興課長補佐） 前回の審議会から、委員の改選がございましたの

で、新しい委員をご紹介させていただきます。 

（新委員紹介） 

職員紹介・資料確認 

○司会（平岡生涯学習振興課長補佐） 続きまして、事務局の職員を紹介させていただき

ます。 

（職員紹介） 

それでは、会議資料の確認をいたします。 

（資料確認） 

諮 問 

○司会（平岡生涯学習振興課長補佐） 生涯学習推進計画（案）につきまして、千葉市教

育委員会から会長へ諮問させていただきます。 

 

（大崎生涯学習部長から西川明会長に諮問書を手渡し） 

 

○司会（平岡生涯学習振興課長補佐） 本日から来年２月にかけてご審議いただき、最終

的に答申という形でご意見をいただきます。どうぞよろしくお願いします。 

 

議題１ 第５次千葉市生涯学習推進計画について 

○西川会長 議題１ 第５次千葉市生涯学習推進計画について事務局より説明をお願い

します。 

 

○事務局（増岡生涯学習振興課長）生涯学習課長の増岡でございます。 

議題１「第５次千葉市生涯学習推進計画」につきまして、ご説明いたします。 

順番といたしましては、初めに大まかな生涯学習施策の体系、次にその施策の達成度を

評価する指標及び重点となる事業、最後に今後の策定スケジュールをご説明さしあげます。 

Ａ３判１枚の資料１「第５次生涯学習推進計画 施策体系（案）」をご覧ください。 

全体の基本的な考え方につきまして、前回３月の審議会において一度説明させていただ

きましたが、今回、「達成指標」と「重点事業」を付け加えたこともあり、もう一度説明さ

せていただきます。 

左から順に説明いたします。 

まず、左上の「千葉市新基本計画」の部分をご覧ください。４項目が挙げられておりま

す。これは、新基本計画におけるまちづくりの方向性３「豊かな心が育ち、新たな価値が

生まれるまちへ」の中の施策の展開「３－２－１生涯学習の推進」の項目を抜粋したもの

でございます。 

この基本計画を受けて、本市の教育行政の基本方針として、この第５次計画と、学校教

育推進計画があります。この計画の目標は、「市民が自ら学んだ成果を生かし、活力あるコ

ミュニティを形成できる環境づくりを進める」としております。 

この計画目標を達成するための施策体系として、まず、大まかな「施策展開の方向性」
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を４項目設定しております。「①学習活動のきっかけを提供する」「②多様な学習機会を停

要する」「③学習成果の活用を支援する」「④学習活動を核とした地域づくりを進める」ま

で、市民が、生涯学習の意義を理解し、学習し、その成果を活用し、最後に地域づくりに

参画するという段階をイメージしたものでございます。 

この施策展開の方向性を実現するための基本施策がその右の項目で、基本施策１から９

までございます。そして各基本施策の達成指標及び重点事業がその右に続いております。 

なお、達成指標と重点事業につきましては、次の資料で説明させていただくので、ここ

では省かせていただきます。 

それでは、基本施策を順に説明いたします。 

施策展開の方向性①について、基本施策１「生涯学習の普及啓発」、基本施策２「学習環

境の整備」、施策展開の方向性②について、基本施策３「郷土への愛着を深める学習機会の

提供」、基本施策４「市民ニーズに対応した学習機会の提供」、基本施策５「ライフステー

ジに応じた学習機会の提供」、施策展開の方向性③については、基本施策６「生涯学習活動

の担い手となる人材育成」、基本施策７「学習成果の活用機会の提供」、施策展開の方向性

④について基本施策８「地域における学習活動の支援」、基本施策９「市民の参加・協働に

よる学習活動の推進」となっております。 

続いて、各基本施策の達成指標及び重点事業について説明いたします。 

Ａ４冊子の資料２「第５次生涯学習推進計画各施策の指標・重点事業（案）」をご覧くだ

さい。 

各基本施策の達成状況を評価する指標として、達成指標を設定しています。また、各基

本施策を代表する事業を重点事業とし、それぞれ達成指標を設定します。各指標の評価方

法や目標値については、現在検討中で、次回会議で案を示させていただく予定です。 

まず、基本施策１「生涯学習の普及啓発」でございますが、市民に学びの楽しさ、大切

さに興味・関心を持ってもらえるよう、様々な機会を活用して情報を発信し、学習のきっ

かけづくりにつなげます。達成指標といたしまして「１―Ａ 生涯学習に関心のある市民

の割合」「１－Ｂ 生涯学習に関する情報が十分と感じる市民の割合」を設定しました。な

お、目標値については、今後検討の上、次回審議会でお示しする予定です。 

重点事業は２つです。「１－１生涯学習情報の発信」では、生涯学習施設が、地域「１－

２学習のきっかけづくりとなる生涯学習イベントの開催」では、生涯学習イベントを通じ

て、生涯学習の意義についてＰＲします。 

重点事業の指標及び目標値についても、現在検討中で、次回お示しする予定でございま

す。 

２ページをご覧ください。基本施策２「学習環境の整備」でございます。学びに興味を

持った市民が学習活動をはじめるにあたって、快適で参加しやすい学習環境の確保に努め

ます。ここでは、「２－Ａ 市の生涯学習施設や環境に関する満足度」「２－Ｂ 生涯学習

施設を年１回以上利用したことのある市民の割合」の２つの達成指標を設定しました。重

点事業は３つで、「２－１生涯学習施設の利用促進」は、インターネットによる施設予約受

付（公共施設予約システム）を行うことで、手続きの簡素化を図り施設の利用を促進しま

す。また、社会状況の変化に伴い、使用基準等についても見直しを検討します。「２－２犢

橋公民館の改築」は、生涯学習環境を改善するため、老朽化した犢橋公民館の改築を行い
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ます。「２－３図書館サービスの利用促進」は、図書館ホームページにおいて図書館の利用

などの学習関連情報を発信するほか、インターネット予約などの図書館サービスを提供し

ます。また、図書館システムの再構築を行い、さらなるサービスの向上を図ります。 

続いて３ページをご覧ください。基本施策３「郷土への愛着を深める学習機会の提供」

です。郷土に対する理解と愛着を深めるため、地域の歴史や文化資源を生かした学習機会

を提供します。達成指標は、「郷土への愛着を感じている市民の割合」です。 

重点事業は４事業で、「３－１加曽利貝塚の特別史跡指定」は、加曽利貝塚の特別史跡指

定に向けた取り組みを推進します。「３－２郷土の理解を深める講座・事業」は、加曽利貝

塚や千葉氏に代表される郷土の歴史・伝統文化や風土・自然・産業等を学び、体験するこ

とにより郷土を理解し愛着を深める講座等を実施します。「３－３文化財管理・普及事業」

は、文化財を適正に保存・管理するとともに、文化財を公開・展示し、文化財に対する理

解と愛着を深める学習機会を提供します。「３－４博物館展示解説」は、千葉市の歴史につ

いて市民の理解を深めるため、博物館の展示について、来館者を対象に展示解説を実施し

ます。 

４ページに進みます。基本施策４「市民ニーズに対応した学習機会の提供」です。急速

に変化・多様化する社会において、多岐にわたる市民の学習ニーズに対応するため、幅広

い分野にわたる学習機会を提供します。達成指標は、「４－Ａ 市民ニーズに対応した学習

機会に参加した市民の満足度の割合」「４－Ｂ 「科学都市ちば」への取り組みの認知度」

です。 

重点事業は５事業で、「４－１現代的課題学習事業」は、情報（ＩＣＴ）・防災・環境・

健康・消費生活・歴史・国際交流など、現代的な課題を解決することを目的とした学習機

会を提供します。「４－２科学関連学習事業」は、科学・技術が文化として根付いた「科学

都市ちば」の実現のため、科学・技術に親しみを持ち、理解を深めることのできる学習機

会を提供します。「４－３瑞穂地区の図書館機能整備」は、図書館サービスの向上とより良

い読書環境を提供するため、花見川区役所の一部スペースを活用して図書館機能を整備し

ます。「４－４図書館管理運営」は、図書館資料の整備に努めるほか、図書館の開館日・開

館時間の拡大を進めるなど、身近で頼れる市民の図書館として充実した図書館サービスを

提供します。最後に５ページ、「４－５キャリア支援事業」は、個人生活の向上と共に、市

民生活や地域産業経済を支える人材の育成につながる、キャリアアップ教育等の支援を進

めます。 

６ページをご覧ください。基本施策５「ライフステージに応じた学習機会の提供」です。

子どもからお年寄りまで、様々な世代のライフステージに応じた学習機会を提供します。

達成指標は、「ライフステージに応じた学習機会に参加した市民の満足度の割合」です。 

重点事業は８事業です。「５－１家庭教育支援事業」は、家庭教育学習講座を実施するほか、

家庭教育支援チームや子育てサポーターの活動を通じて、家庭教育の支援や、子育ての不

安・悩みの解消を図ります。「５－２読書ノートの配布」は、親子の触れ合いや家庭での読

書の推進を図るため、「まほうの読書ノート」を小学生に配布します。 

「５－３親子ふれあい本の提供」は、読み聞かせを通じた親子のふれあいを推進するため、

市内保育所・園及び幼稚園に絵本を貸し出します。「５－４放課後子ども教室事業」は、放

課後等に小学校の施設を使用して、安全・安心な子どもの居場所を作り、学習やスポーツ・
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文化芸術活動、地域住民との交流活動等を行うことにより、子どもたちが地域社会の中で、

心豊かで健やかに育まれる環境をつくります。７ページをご覧ください。「５－５生涯学習

施設の放課後・学校休業日対応事業」は、小・中学校の休業日の学習支援や居場所づくり

のため、公民館等で各種事業を実施するほか、学校休業日に活動する団体の小・中学生の

受け入れを支援します。「５－６青少年教育事業」は、青少年向け学習講座を開催するほか、

青少年団体・地域団体等に生涯学習施設を貸し出し、青少年の健全育成及び社会教育の振

興や地域コミュニティ活動の活性化を図ります。「５－７高齢者教育事業」は、高齢者の方

の生きがいや仲間づくり（居場所づくり）、高齢者リハビリ教室などの介護予防並びに社会

参加活動を促進するための各種事業を実施します。「５－８多世代交流・地域交流事業」は、

多世代交流の促進並びに地域との交流を目的とした講座・教室などを開催します。 

次に８ページをご覧ください。基本施策６「生涯学習活動の担い手となる人材育成」で

す。地域における学習活動の活発化を図るため、リーダーやボランティアなどの人材を育

成します。達成指標は、「６－Ａ 市民のボランティア活動・地域活動への参加意向」「６

－Ｂ 市民のボランティア活動・地域活動への参加状況」「６－Ｃ 生涯学習活動のリーダ

ー、ボランティアの数」です。 

重点事業は２事業で、「６－１団体・グループ活動のリーダー養成・育成事業」は、地域

での学習活動を支援するため、リーダーとなる人材の養成を支援します。「６－２ボランテ

ィア育成事業」は、学習活動を通じた地域づくりのため、生涯学習に関わるボランティア

を育成します。 

９ページをご覧ください。基本施策７「学習成果の活用機会の提供」です。学習の成果

を地域に還元できるよう、様々な活用方法や機会を提供します。達成指標は、「７－Ａ 学

習成果の活用方法や機会、講座・イベントの講師やボランティア活動など、が充実してい

ると感じる市民の割合」と「７－Ｂ 学習団体が１年間に学習成果を地域に還元する平均

回数」です。 

重点事業は３事業で、「７－１公民館文化祭の支援」で学習成果の発表としての機会を確

保するため、公民館文化祭を支援します。「７－２生涯学習施設ボランティアとの連携」は、

生涯学習施設の運営において、施設ボランティアが活躍できる機会を確保します。「７－３

未来の科学者育成プログラム」は、受講生の個人研究を支援するために、講座を通して専

門的な指導・助言を行い、研究のレベルアップを図るとともに、研究成果を論文にまとめ

て各種コンクール等へ応募します。 

１０ページをご覧ください。基本施策８「地域における学習活動の支援」です。地域に

おけるコミュニティづくりを推進するため、地域が自主的に取り組む学習活動を支援しま

す。達成指標は、「公民館主催講座等を除く生涯学習施設における団体利用人数」です。重

点事業は４事業で、「８－１社会教育関係団体の支援」は、自主的に学習活動を行う社会教

育関係団体の結成を支援します。「８－２団体が独自に行う行事・講座等への支援」は、学

習活動を行う社会教育関係団体等が生涯学習施設を利用して独自に実施する行事・講座を

支援します。「８－３学校施設開放」は、地域活動や生涯学習などの場を提供するため、学

校施設の開放を進めます。「８－４科学部活性化事業」は、中学校科学部員を対象に研究セ

ミナーや交流発表会(アセンブリー)を開催したり、理科備品の貸出を行ったりする活動を

通して、市内中学校の科学部の活動の活性化を図ります。 
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最後に、１１ページをご覧ください。基本施策９「市民の参加・協働による学習活動の

推進」です。地域課題を自ら解決するコミュニティづくりを目指し、地域住民の参加・協

働による学習活動を推進します。達成指標は、「地域課題の解決に意欲のある市民の割合」

です。 

重点事業は２事業で、「９－１公民館運営審議会・懇談会の運営」は、公民館の運営並び

に利用状況、事業計画・報告などについて調査・審議する公民館運営審議会及び懇談会を

開催します。また、公民館運営審議会において、一部委員を公募することで、より一層の

市民からの意見を反映します。「９－２多様な主体による学習活動の推進」では、学習施設

で活動する社会教育関係団体、ＣＳＲ活動を行っている民間法人や大学等の高等教育機関

等、多様な主体と連携し、専門性を活かした講座を実施します。 

以上、駆け足ですが、説明を終わります。 

 

○西川会長 それでは、委員の皆さん、ご意見、ご質問などありませんか。 

 

○委員 資料２の９ページ「７－１公民館文化祭の支援」について質問いたします。まず、

公民館文化祭の実情について、私の経験から少し説明したいと思います。私の活動してい

る公民館では、４０いくつかある登録団体のうち、３５の団体が連協に加盟しており、各

団体から年会費を集めて文化祭の開催費に充てております。しかし、これだけでは不足し

ているので、自治会からの寄付もいただいておりますが、これでもまだ足りず、以前から

の連協の繰越金を充当してなんとか開催しているというのが実情でございます。 

この「７－１公民館文化祭の支援」というのは、どの程度の支援がされる見込みなので

しょうか。 

 

○事務局（増岡生涯学習振興課長） 利用団体の皆様のご努力により公民館文化祭が開催

されているということは理解しております。開催費用の収支内訳のような具体的な内容に

ついては、各館でご報告をいただいておりますが、課で個別の詳細な金額等の内容までは

把握しておりません。 

なお、ご質問の「支援」については、金銭的なものではなく、公民館文化祭の開催がス

ムーズにできるように部屋の事前の確保など、公民館が協力していくという意味でござい

ます。 

 

○委員 「支援」というと、金銭的な支援がすぐ思い浮かんでしまうので、もう少し表現

を明確にしてもらえると助かります。 

 

○西川会長 公民館文化祭はどこも熱心に取り組んでいますね。 

 

○委員 文化祭はとても大事なことです。日頃の活動を皆さんに発表して地域の人に見に

来てもらって、また新たに公民館活動に参加していただくという目的があるわけです。 

 

○委員 資料２の２ページ「達成指標２－Ｂ生涯学習施設を年１回以上利用したことのあ
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る市民の割合」とありますが、この程度の指標でいいのでしょうか。かなり大多数の市民

がこの条件を満たすと思うのですが。 

 

○事務局（増岡生涯学習振興課長） 今回の計画案は学習の発展段階を意識しているので、

基本施策１、２辺りは言うなれば「入門編」です。まずは１回でも生涯学習施設を使って

もらおうということでございます。 

現計画の成果指標として「学習活動は特に必要ない」と感じる市民の割合の減少を目標

としたのですが、残念ながら逆に計画当初より増加するという結果になってしまいました。

この課題解決のためにも、まず生涯学習施設に来てもらうことが重要と考え、このような

記述としております。 

 

○委員 生涯学習施策全体を良くしていこうという考えでこのような記述になっている

と思うのですが、目玉となる事業も欲しいと思います。私としては、「重点事業４－２、

７－３、８－４」など、科学関連事業に注目しています。というのは、私は、仕事で労働

者の雇用等に関わっておりますが、最近は、サービス業ばかり注目されて「ものづくり」

に対する関心が非常に減っております。「はんだづけカフェ」や３Ｄプリンタの実演など、

ものができていく過程を見せて、工業的なものへの興味を引くことで目玉事業にできるの

ではないかと思います。 

 

○委員 一般の社会人にも様々な技能や意欲を持った人がいるので、そのような人たちが

ちょっとしたきっかけで社会教育活動に関われる仕組みがあるといいと思います。 

 

○委員 「重点事業４－５キャリア支援事業」については、現在どのような事業をイメー

ジしているのでしょうか。 

 

○事務局（増岡生涯学習振興課長） キャリア支援の具体的な内容については、今後検討

してまいります。「はんだづけカフェ」のような事業は、職業的なものに結びつくもので

あればここに含まれることになると思います。 

 

○委員 企業も地域の重要な構成員だと考えられます。企業は地域と様々な関わりを持ち

ながら多様な活動を行っているので、地域の生涯学習活動に何か貢献できることがあるの

ではないかと思います。例えばインターンシップ受け入れなど、企業の人材、施設、ノウ

ハウなどが地域の生涯学習活動に活用される仕組みができるといいと思います。 

 

○事務局（増岡生涯学習振興課長） ご意見いただいた部分については、「重点事業９－

２多様な主体による学習活動の推進」で、「企業を含む、ＣＳＲ活動を行っている民間法人

や大学等の高等教育機関等、多様な主体と連携し、専門性を活かした講座を実施」で対応

しております。 

そのほか、「重点事業５－４放課後子ども教室」では、現在ボランティアの方に関わって

いただいておりますが、実施できる内容が限られており、メニューが不足しています。こ
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こで、企業や大学等の力を借りて専門的な内容の事業を実施し、子どものキャリア選択の

契機になるようなものが実施できればこれも該当するのではないかと考えます。 

 

○委員 大学や高等教育機関との連携は、かなり進んでおりまして、その取り組みについ

て、もっと計画中に明確に記載できればいいと思います。 

また、行政内部でも、全体で取り組む部分と、各生涯学習施設が取り組む部分とがある

と思います。「重点事業１－１生涯学習情報の発信」で、「生涯学習施設が情報を発信しま

す」とあります。施設ごとの情報発信は公民館だよりなど既に多くされていると思います

が、私としては、千葉市全体として生涯学習の施策体系が市民の目に見えるようにするこ

とが重要だと思います。せっかく幅広い分野で取り組んでいるのですから、全体像が市民

に親しみを持って理解される広報がされるのが望ましいと考えますが、この点での取り組

みはいかがでしょうか。 

 

○事務局（増岡生涯学習振興課長） 確かに体系的な広報が不足していると思われるので、

改善を図ってまいりたいと思います。 

 

○西川会長 確かに個別の事業では素晴らしいものがあるのですが、市民へのアピールと

いう点では、なんとなく分かりにくいところがあるので、どのようにＰＲしていくかが今

後の課題ですね。 

 

○委員 「生涯学習は自分に必要ない」と考える市民が２３％いたということですが、こ

の層の市民が見て、「行ってみよう」と思わせるような施設のホームページ作りが必要で

すね。 

 

○事務局（増岡生涯学習振興課長） 「生涯学習」の定義はかなり幅広いもので、テレビ

のニュースを見てその内容について考えることでも生涯学習と言えます。そういう意味で

生涯学習を全く行っていない市民が実際にはほとんどいないのではないかと思います。そ

のような活動も「生涯学習」であると意識してもらうことも含めて普及啓発に努めたいと

考えております。 

 

○委員 発信力が必要ですね。 

 

○委員 「重点事業５－５生涯学習施設の放課後・学校休業日対応事業」についてうかが

います。夏休みなど、居場所のない青少年が非行に走る傾向があると聞いております。 

居場所となりうる市内の生涯学習施設が一覧できる冊子等は作っていないのですか。 

 

○事務局（増岡生涯学習振興課長） 市のホームページ等で施設紹介をしております。生

涯学習施設ガイドは以前発行しておりましたが、今は発行しておりません。 

 

○委員 公民館・科学館・生涯学習センター・図書館と生涯学習施設は既に整っているの
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で、市民にどれだけ知ってもらうかの問題ですね。市民が学習したいと思った時にそこへ

行きたいと思えるような情報発信が大事だと思います。 

 

○事務局（増岡生涯学習振興課長） まず、身近な施設として、おおむね各中学校区に１

館整備している公民館に親しみを持っていただけるように取り組んでいくことが重要と認

識しております。人によっては、公民館というところが「固いところ」と感じている市民

もいるようですので、気軽に入れる施設としてＰＲしていきたいと考えております。 

 

○委員 公民館で募集している主催講座の情報は全部インターネットで見ることができ

るわけですから、学習しようと思えば情報は集められるわけです。つまり、「公民館を使

用できる」ことそのものを知らない人がいるわけです。 

 

○委員 私はよく市内の図書館や公民館図書室に行くのですが、図書館と図書室の施設の

格差の大きさが目に付きます。将来的に格差是正の見込みがあるのでしょうか。 

 

○事務局（松尾中央図書館長） 市内４７か所の公民館のうち、図書室が設置されている

のは２１館でございます。この公民館図書室は、システムは図書館と共用しておりますが、

公民館の施設の一部でございまして、施設面で直ちに同等にすることは難しい状況がござ

います。 

 

○委員 公民館にも地域格差があります。各中学校区に１館設置とうたっていますが、実

際には高洲と真砂にはありません。建設の見込みはあるのでしょうか。 

 

○事務局（大崎生涯学習部長） 真砂公民館予定地は平成２１年度に確保しております。

公の施設につきましては、人口減少が見込まれている中で、現在の財政状況では施設の老

朽化に伴う維持更新費用の増大等により財源が不足するということで、市全体で公共施設

のあり方について検討しているところです。一部の地域に公民館がないことでご不便をお

かけしているところもございますが、財政事情を踏まえて、引き続き検討していく必要が

あると考えております。 

 

○西川会長 この場で個別の案件についてお答えいただくことは難しいと思いますが、地

域からこのような意見があったことについて、教育委員会として理解していただきたいと

思います。 

 

○委員 「基本施策６生涯学習活動の担い手となる人材育成」についてですが、あまり上

段に構えてボランティアを養成する、ということは難しいと思います。もっと軽く、時間

に余裕のある層に声をかけるなど「やってみませんか」という呼びかけをして増やしてい

かなければならないと思います。また、そのように軽く参加してくれた人が、新たに生涯

学習を受ける立場にもなり、そのような人が集まることで生涯学習が振興すると考えます

ので、あまり構えないで、うまく誘導する方法を考えてほしいと思います。 
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議題２ その他 

 

○西川会長 それでは、その他の議題がございましたら、お願いします。 

 

○委員 稲毛区の公民館では、地域の参画について検討している館があるとうかがってお

りますが、その検討状況についてお聞かせください。 

 

○事務局（増岡生涯学習振興課長） 現在、稲毛区の緑が丘公民館と美浜区の打瀬公民館

で地域参画の話し合いを進めております。当初、公民館の管理運営全体を地域で行うとい

うことで話し合いが始まったのですが、やはり、全体の管理はかなりの負担を地域におか

けしてしまうことになります。例えば、極端な例ですが、施設で何か事故などの問題があ

ったとき、館長さんが地域の方であっても、施設の長として責任を問われる可能性があり

ます。 

そこで、どの部分までを地域の方にやっていただくか協議したところ、社会教育施設で

ある公民館の事業の中で大きな位置を占めている講座等のソフト事業につきまして参画い

ただく、ということで現在進めているところでございます。 

その公民館では、どのような講座がふさわしいか地域の方に企画していただいて、地域

課題の解決に取り組んでいただくという形で考えております。 

 

○委員 公民館の指定管理者制度の導入はいつになりますか。 

 

○事務局（大崎生涯学習部長） 公民館の指定管理者制度の導入については、現在、「公

民館に指定管理者制度を導入するかどうか」を含めて検討している段階でございます。 

 

○会長 ほかになければ、以上で本日の議事を終了します。 

 

（午後３時２０分閉会） 
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ファックス  ０４３－２４５－５９９２ 

電子メール  shogaigakushu.EDL@city.chiba.lg.jp 


